中学校段階における主題単元学習の実践 : 「主題認識の深化」と「方略の有効性の自覚」との「統合」を目指して by 古賀, 洋一 & 池田, 匡史




























































































































 以上に示した仮説に対して、平成 28 年度に長崎県の県立中学校一年生を対象に行った主題単元学
                                                                
5 なお、キーンの指導理論と実践に関しては、高瀬裕人(2015)による詳細な検討がなされている。 













































時期：4 月 26 日～5 月 2 日 
教材：きむらゆういち「オオカミ
の友だち」(三省堂中学一年、









































































































  5 私は思う。全ての人には、幸福も不幸も同じだけ与えられているのではなかろうか。 
















  根拠：先盲の人と中途失明の人とでは抱える困難の量は等しい(プラマイゼロ)。 
  論拠：先盲の人と中途失明の人とに当てはまることは、他の全ての人にも当てはまる。 























  論拠：人が幸福になれるか否かは「自分が無自覚に持っている幸福の要素を発見する力」＝「想 
像力」の有無による。／「想像力」は「幸福力」の重要な一部分である。 
  主張：いまこそ幸福力を存分に使って、その心の宇宙に無数の星々を輝かせようではないか。(幸






















                                                                
8 池田晶子(2006)『14 歳の君へ どう考えどう生きるか』(精文堂、pp.168－177)より一部を抜粋して用いた。 
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第三次では、現時点の幸福観をワークシートに書かせた後に第一次の幸福観との比較を行い、そ





第 1 時：池田晶子「幸福」を読み、「『心が幸福だから幸福』なのか『モノ・コトがあるから幸福』」なのかを話し合う。 
第二次：「空中ブランコ乗りのキキ」を読み、「モノ・コト」に執着することの危険性を理解する。 
 第 1 時：登場人物とその登場の順番を整理し、疑問や考えさせられたことを書く。 
 第 2 時：「なぜ、キキは四回宙返りをしたのか。」を話し合い、キキの心情の変化を解釈する。 
 第 3 時：「キキは幸福だったか、幸福ではなかったか。」を話し合い、「視点」の転換に注目してキキの心情を解釈する。 
 第 4 時：「物語の結末を引き起こした一番の原因はだれか。」を話し合い、人物同士の擦れ違い様を把握するとともに、キ
キの心情変化の原因を解釈する。 
 第 5 時：「物語を通して作者が伝えたかったことは何か。」を話し合い、キキの心情の変化や「視点」の転換、人物同士の
擦れ違いを踏まえて、物語のテーマを解釈する。 
第三次：中間まとめ 
 第 1 時：現在の幸福観と第一次の幸福観とを比較し、その深化をもたらした方略を振り返るとともに、新たに出てきた疑
問を共有する。 
第四次：三宮麻由子「幸福力を養うために」を読み、心で幸福になる方法を考える。 
 第 1 時：筆者の二つの主張を把握し、「納得したこと」「納得できないこと」「考えさせられたこと」を書く。 
第 2 時：「主張①に納得できるかどうか」を話し合い、一般化による論証構造を読み取るとともに、批判的意見を持つ。 
 第 3 時：「主張②に納得できるかどうか」を話し合い、因果関係による論証構造を読み取るとともに、批判的意見を持つ。 
第五次：「幸福論」を執筆する。 
 第 1 時：自分の幸福観の立場を決定し、それを伝えるための具体例や説明の工夫を「幸福論設計図」にまとめる。 
 第 2・3 時：「幸福論」を各自で執筆する。 
第六次：最終まとめ 








































  ○分からない…幸福とはどのような状態かが分からないと立場を保留するもの。 
 次に、「『幸福』への考えは深まった」と答えた学習者と「深まらなかった」と答えた学習者とを
第三次と第六次でそれぞれ二分し、「深まった」と答えた学習者がどのような道筋で認識を深化させ
ているのかを先の類型に照らし合わせて集計すると、表 3 のようになった。 
第三次と第六次で幸福観の深化を自覚



















認識＼授業時間 第一次 第三次 第六次 
モノ・コト 66.7％(22) 12.1％(4) 12.1％(4) 
心 27.3％(9) 51.5％(17) 27.3％(9) 
両方 0％(0) 0％(0) 42.4％(14) 
努力 0％(0) 3.0％(1) 6.1％(2) 
分からない 6.1％(2) 30.3％(10) 6.1％(2) 
記述無  3.0％(1) 6.1(2) 
総計 100％(33) 100％(33) 100％(33) 
(括弧内の数字は、各類型に属する人数を指す。以下同様) 









































きなかった 14 名の学習者のうち、第三次から幸福観の立場が変化した者は 8 名、変化しなかった
 
【表4】方略の有効性の自覚 
方略＼授業時間 第三次 第六次 
行動・会話・様子 18 人 7 人 
視点の転換 15 人 7 人 
登場人物相互の関係 16 人 4 人 
作者 8 人 1 人 
事実と意見の関係  19 人 
他の本と比べる 0 人 5 人 
記述無 5 人 3 人 


























 (a) 幸福観の深化の道筋 
 第一次で「心が幸福だから幸福なのか、モノ・コトがあるから幸福なのか」をワークシートに書
かせた際、ハルは睡眠や猫の鑑賞といった日常場面を挙げ、自分が幸福を感じるのはモノ・コトを










うした幸福観の揺らぎがより詳細に語られている。記述 2 を見てみよう。 
 
 












































                                                                
10 冨安(2013)はパターンランゲージの解説をする中で次のように述べる。「[問題]は言語活動において成し遂げ
たいことが叶わない
・ ・ ・ ・
(妨げられている)状態として記述される。これは言語活動において成し遂げたい『目標』
が裏返しとして記述されているということである」(p.34) 





















































に、ハルは記述 5 を残した。 
 




























確に認識させたのだと思われる。「幸福論執筆メモ」で次頁記述 6 が見られたからである。 
 
50－    －
 




























きなくなり、記述 2 で立場を保留するに至ったのであろう。 












 ハルが記述 4 で言及していた筆者の論証構造は第四次第 2 時と第 3 時で扱ったものである。第 2
時では、筆者が中途失明と先盲の人とを比較し、「全ての人には、幸福も不幸も同じだけ与えられて
いる」という主張①を述べていることを確認した後、「主張①に納得できるか、できないか」という







 その後の全体の話し合いでは、発話 2 が見られた。 
 





































52－    －
 
と思われる。「幸福論執筆メモ」で記述 7 が見られたからである。 
 














るのである。その後の全体の話し合いでは、発話 3 が見られた。 
 


































授業の最後に記述させた「幸福論執筆メモ」で記述 8 が見られたからである。 
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